
PFAS
PFAS学習会 Part3

汚染から市民の
健康と環境を
守るために

　私たちは多摩地域で広がる有機フッ素化合物（PFAS）の水汚染の問題について、多くの市民に
お知らせし、行政や議会に働きかける活動をしています。昨年は PFAS に関する請願 2 件を市議会
に提出し（６月議会で採択）、２度の学習会を開催しました。
　小平市内の小川浄水所では、2020年７月に PFOS、PFOA 合計の暫定目標値（50ng/L）を
超える汚染された水道水が配水されていたことがわかり、水源井戸の 3 本が取水停止になりました。
（現在は、目標値以下で配水されています）。
　また、昨年、小平市が行った地下水調査でも、３４本中16本の井戸で PFOS、PFOA の合計が
暫定目標値を超え、特に市北西部では 2 本の井戸で 200ng/L 以上が検出されています。小平市で
の汚染の広がりが心配されます。
　PFAS とは何か、私たちの健康にどのような影響があるのか、PFAS 相談窓口を開いている
お医者さんにお話しを伺い、PFAS の血液検査などの可能な対策を一緒に考えましょう。学習会へ
の多くの方のご参加を呼びかけます。

講師：杉井吉彦さん
（国分寺市本町クリニック院長）
資料代：３００円
どなたでも参加できます
資料準備のため、なるべく事前申し込みをお願いします

主催：PFAS汚染問題を考える会・小平

針谷 (090-7844-7696)
深澤 (080-5372-4084)
鈴木 (080-3588-0348)

連絡先：

harigaya.sachiko@gmail.com

協 賛：東京の水連絡会

出典：PFAS ガイドブック（健生会 PFAS 専門委員会）

6月8日 (日)
2025年

小川西町中宿地域センター
西武国分寺線 /拝島線小川駅から徒歩 6分 ※駐車場なし
住所：小平市小川西町 2-30-1　  電話： 042-344-9111

（お話の内容はPart1・2とほぼ同じです）

　　　　  は業務用の泡消火剤やフッ素
樹脂加工のフライパン、半導体の工場
などで広く使われており、1 万種類以
上あると言われ、その中には発がん性
が認められているものや胎児やこども
の発達に影響を及ぼすものなど様々な
健康被害との関連が報告されています。

PFAS

14時～16時 (13時半開場)
(第１・２集会室 )

小平市


